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Abstract

　　　　　　　　　Observations　of　the　AMTEX’74were　carried　out　in　a　period　from14to28

　　　　　　February1974in　the　sea　area　south　of　the　Southwest　Is1ands　of　Japan．　During

　　　　　　the　period，successive　measurements　were　made　the　variations　in　the　atmospheric

　　　　　　boundary　layer　and　for　radiation　at　the　observing　point（128．『E，23．デN）．

　　　　　　　　　Amounts　of　momentum，sensib1e　heat　and1atent　heat　were　calcu1ated　by

　　　　　　using　the　bu1k　method　based　on　the　data　of　wind，air　temperature，vapor　pressure

　　　　　　and　sea　surface　temperature．A1so　the　iuxes　of　solar　radiation　and　downward

　　　　　　long－wave　radiation　were　measured，and　the　net　radiation　Hux　was　obtained　from

　　　　　　ca1cu1ations　of　these　data．

　　　　　　　　　The　amounts　of　momentum，sensib1e　heat，and1atent　heat　during　the　period

　　　　　　are　respective1y1．11dyne／cm2，841y／day　and3731y／day．The　amounts　of　solar

　　　　　radiation　and　downward1ong－wave　radiation　are　respective1y2431y／day　and796

　　　　　1y／day　during　the　same　period，and　so　the　net　radiation　is　estimated　to　be107

　　　　　1y／day，when　the　cold　air　broke　out，the　heat　energy　transfer　was　increased

　　　　　by　about　280％，and　it　is　c1ariied　that　under　such　conditions　the　net　radiation

　　　　　flux　can　be　ignored，

　　　　　　　　　Dai1y　so1ar　radiation　and1ong－wave　radiation　are　a1so　estimated　by　taking

　　　　　account　of　the　amount　of　c1oud．Whi1e　the　former　radiation　frequent1y　differed

＊この研究は特別研究「積雲対流がもたらす災害の発生機構に関する研究」の一環として行なわれたも
　　のである．
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from　the　observed　value，the1atter　suitab1y　coincided　with　the　observed　va1ue

throughout　the　period、

1．はじめに

　南西諸島海域では黒潮やその支流が複雑な分布を示している．冬季に1卜1国大陸で発達した

寒冷な極気団がこの暖かい海域に吹き出してくるとき，海面から大気へ熱や水蒸気が大量に

供給される．その結果乾いた極気団が変化し，4日程度の周期をもつ大気の波動性擾乱と相

互作川を起して低気圧が発生するといわれている．“台湾坊主”と呼ばれているこの低気圧

の発生発達の機構を解明するために，AMTEX（気団変質観測）が計画された．台湾坊主が

発生する1～3月のうち2月を観測期間として2年にわたって本観測が予定された．初年度

は1974年2月14日から2月28日まで実施され，国内外の研究機関や各大学が共同して

同時観測を行った．観測点は沖縄本島の那覇市を中心にほぼ正六角形に配置されている（図

1）．

　国立防災セ1／ターは海上保安庁観測船rのじま」（869トン）で観測期間中連続して境界屑
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図1　AMTEX’74の観測網．●印は陸上の主な観測点，S印は観測
　　船の位置を示す．
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と放射の観測を実施した．観漠1」点は沖縄南方の東経128∬，北緯23．ポで，この点を中心

に半径50マイルの円内を漂流し，海流や風により観測船がこの中心から大きく離れたとき

は，必要に1．ごじて位置修正が行われた．

2．　輸送量の基本式

　2．2平均熱収支式と正味の放射量

　海面を境界面として鉛直方向に輸送される種々の熱エネルギーを完全に推定することは容

易でない．平均的には水平方向の拡散がないとして，海水から供給される熱エネルギーをQ

とすれば，熱収支の式は次のように表わされる．

一・小音（岬・一H－1… （1）

ここで左辺の第2項は，海両より水中に輸送される熱量であり，海面下乃：100mぐらいま

での水温τ’の分布を測定することにより計算できる．（海水の密度〆は一定とする）．海

面下の輸送量は寒気団が暖い海上に張り出してきたときの蒸発量などに比べて小さいと思わ

れるため，今回の観測から除外した．＆は下向きの正味の放射量，Hと1E（Z≒590c・1／g）

はそれぞれ顕熱と蒸発による潜熱である．またPは主として降雨となって海両へ入る潜熱

であり，雨量を測定することにより推定できる．

　海中へ入る正味の放射量伽は次のように苦くことが出来る．

　　　　　　　　　　　　　　Rπ＝（1＿γ）S＋ε（1二＿σコ㍗）　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

ここでSは下向きの水平両日射量，工は下向きの水平而赤外放射量である．σ〃（σ＝1．19

×10’71y・d・y一いK－4）は海両の黒体輻射である．γは日射に対する海面の反射率（アルベー

ド）を示す．γは太陽高度によって異り，太陽が低くなると大きくなるが，日射量白体も小

さくなるため一日を通じて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ＝O．06

としてもさしつかえない．海面のアルベrドはPayne（1972）が種々の条件の下でのγの値

を与えている．εは海面での赤外線の透過率で，海面の状態，雲の状態などによって多少異

るが，ここでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε：0．96

を用いる．

　2．2　バルク法による輸送量の計算

　運動量τ，顕熱∬，蒸発量Eは直接測定されることが最ものぞましい．そのためには風

速変動，気温変動および比湿変動を止確に測定しなければならない．海岸の近くでは海底な

いしは防波堤などに固定した観測柱により風速などの変動成分を測定できる．しかし観測船

上においては波浪のため測器を坂りf寸けた支柱白身動揺するので，その測定f直はこれらの本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　3一
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来の変動値の他に船の動揺成分が入る．このデータから船の動揺成分を分離除去することは

むずかしく，まだその方法が確立されたとはいえない（Mitsuta＆Fujitani（1974））．この困

難さを避けるため，問接的に乱流輸送量を推定する方法が求められる．風速，気温，湿度の

平均値の鉛直分布を使う方法，パルク法，NIFTIが代表的なものである．

　NIFTIはHicks＆Dye・（1972）によって最初に提唱された．船の動揺の周期から離れた

短い周期の領域における風速，気温と湿度のスベクトル密度を用いて輸送量を計算する．こ

の方法は船の周期に比べて，長い周期の領域についても応用できる．風速などの鉛直分布を

求めるためには，少くとも3高度に測器を取りっけなければならないので，船上では適当な

場所がない場合が多い．

　我々は今回の観測ではバルク法を川いて輸送量を推定した．風速，気温，比湿をそれぞれ

〃，τ，σとし，海面水温，海面での上ヒ湿をハ，伽とすれば運動量，蒸発による潜熱，顕熱

はそれぞれ次のように表わされる．

　　　　　　　　　　　　　　　　τ＝ρ砥＝ρC刀〃2，　　　　　　　　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　1E＝1ρC別〕（σ・一σ）〃，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　H＝ρC互刀（τ』一τ）〃．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

ここでC〃，C。刀，C互刀はそれぞれ大気が非断熱状態であるときの運動量，潜熱，顕熱の抵

抗係数である．〃。は摩擦速度と呼ばれる．ρと6ρは大気の密度と比熱であり，ρ≒1．2x10一畠

9・cm－3，oρ≒o．24c・1・9“K－1の値をとる．海面からの高さ10m　f寸近では，風速が非常に弱

い場合を除くと，C刀D，C亙刀，C互刀は1．Ox1O－3～2．Ox1〇一3の問で変化する．Kondo（1974）

は海上の大気が非断熱状態であるときの抵抗係数を与え，輸送量を求める方法をホした．観

測によって得られたデータは近藤の方法を用いて解析を行う．

　潜熱を計算するとき，（4）で比湿σ，σ。を直接測定することは容易でない．そのため乾湿

計の乾球ホ」度（気温）と湿球示度より水蒸気圧θを求め，また海而水温での飽和蒸気圧θ。

を水めて，θ，θ。に対するσ，伽を計算する．

3．　測　　　器

　風速は小型三杯風速計（牧野応用測器製作所製，モデルAF750S）で測定し，乾湿球温

度は日射の影響などを考慮して設計製作した白金抵抗通風乾湿計によって測定した．海面水

温は保護管吋き白金抵抗測温体を，小型プイ6個で作った半径約20cmの円形のうきの巾

心にくくりつけて測定した．水温の測定f直は海両ド約4cmの深さの平均値である．

　三杯風速計と通風乾湿計は海面から約10mの高さにある観測支柱に取り付けられた．rの

じま」は長さ約70m，幅約9mの細長い形をしているので，船に対して縦方向に風が吹く

とマスト等の影響をうけて風速に誤差が入ってくる．観測中は風を船体の左舷に直角に便け

る状態で漂流するが，弱風時は必ずしもこの方向に位置をきめられない．位置修正のため航

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　一
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走巾の風速は記録されている

見かけの風速から船の速度を

ベクトル1杓に差引いた．測器

を取り付けた観測支注を写真

1に示す．

　下向きの水平直■’日射量と亦

外放射量を測定するために英

弘精機製のネオ日射計MS－4

型，ネオ放射計MS－4R型を

用いた＊．ネオ放射計はすべて

の波長の放射を測定するもの　　　　　　　写真1測粋を取り／・1．けた観測支1；．症．

で，その測定値よりH射量を除いた値が亦外放射量となる．

　動揺する船上で水平面人射量を測定するために，入射両を水’ドにf呆つ必要がある．そのた

めに受感部をジンバルに坂り付け，海面よりの高さ約9mの上甲板の手すりに固定した．

この場所はマストなどによってド向きの放射がさえぎられることが少なく，荒天時にも波の

飛沫があまり飛んでこない所であった．

　一各受感部よりの出力は船内観測室に集められ，各々の1変換器を通じて12打、点記録計に集

緑された．すべての観測項目が観渕期1舳一…連続して記鎌された．

4．結　　　呆

　4．1　雀見測斗犬言兄

　観測場所は黒潮やその反流が複雑な流れをポしている所とみられ，漂流1いに測定した水温

は後日同じ所を通っても必ずしも1司じ水温でなかった．海■面水量は21．1℃～25．3℃であり，

平均値は

　　　　　　　　　　　　　　　τs；23．9℃　　　（飽和蒸気圧＝28．3mb）

である．

　2月14日から2月28日までの風速の20分閉平均値を図2に示す．航走1いの風速は兄

かけの風速より船の速度を差引いて求めたが，船体の影響により実際のf直より小さく見積ら

れていると，田、われる．同じく図3には気温と水蒸気圧．の推移を示す．24日までは気温が比

較的高く，風速も弱い日が続いたことが図2，3より分る．22日11時より北寄りの風が急

に強くなり，瞬問最大風速は22．5m／sに達したが風向の変化は認められず，風速も約1時

問後には急速に弱くなった．小規模な擾乱が通過したと、冒、われる．

　25円よ…〕一ヒ寄りo■）風が強くなり，気温が下りはじめた．入．気図（図4）でAられるように

＊ネオ放射計及びネオ放射計の検定は東北大学で行われた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　o　■
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図42月25日09時の地上天気凶

中国大陸より寒冷な気団が南西諸島海域に張り川してきたことがわかる．風速の30分問平

均値が15m／sに達し，水温と気温の差が8℃まで閉いた．海両より熱エネルギーが大量

に供給され，下層大気の変質が進む条f牛である．

　黒潮が流れる暖い海域に巾国人陸より寒気の吹出しがあったが，台湾坊主の発生はみられ

なかった．

　14日間の風速，気温，水蒸気圧の平均値はそれぞれ，

　　　　　　　　　〃＝721cm／s，　　T＝2！．1℃，　　θ＝19．8mb，

である．気温と水蒸気圧の日変化は小さい．14日の平均の日変化をみると，気温は1200

JSTに最＾f直をとり振幅は0．5℃である．水蒸気圧は1230JSTに最低となり，振幅はO．7

mbである．

　高さz＝10m付近の大気の安定性を調べると，安定度を表わすパラメーターz／9（8は

モーニン・オブコフ長）は風速が1m／s未満の微風時にz侭＝一〇、40を示したときがある

が，ほぼ全期間を通じてi2／21＜o．05であった．従って大気の状態はほぼ中立であったと言

える．

　　　　　　　　　　　　　　　　一　7一
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　4．2　運動量，蒸発の潜熱，顕熱

　大気から海面へ入る述動量および蒸発による潜熱，顕熱はバルク法によりそれぞれ（3），

（4），（5）で計算される．一各々の輸送量は30分問の平均値を連続して求y）た．図5にτの，

図6に1EとHの14日間の推移を示す．は寒気の吹出しが強かった25口より26日が
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最も大きく，最大τ＝4．60dyne／cm2を示して　　　　　　　　　　　　　　　dy爬’cm’

v・る．

　水温より気温が高い安定な状態の時が18日

より19日にかけておよそ1日問あったが，観

測一期問中の大部分は水温の方が高く顕熱は海而

より大気へ輸送された．運動量と同様に顕熱，

蒸発による潜熱も25日から大きくなり，海面

からの輸送が最も大きくなったときそれぞれ

3701y／day，10001y／dayを越えた．　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一400
　！5日から27日までのτ，H，H＋1Eの1日　至

の平均f直を図7に示す．25日より27日までの

3日間の輸送量が非常に大きいことが分る．3

日問の輸送量は平均すると

　　　τ1＝2．37dyne／cm2，　　∬1＝2361y／day，

　（1E）1＝7531y／day

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　17　　　　19　　　　21　　　23　　　25　　　27
である．寒」気が吹き出す前の10日問の平均f直　　　　　　　。。。、、昌。。lg。。

は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図72月15目一2月27目の運動量τ，

　　　τ、＝o．73dyne／cm2，　∬、＝331y／day，　　　　　顕熱∬と顕熱と潜熱による愉送量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬十岨の1rlの平均f直．

　（1E）2＝2431y／day

であるから，顕熱と潜熱による熱エネルギーの供糸合はおよそ3．6倍に増加したことになる．

寒気吹出しの時の顕熱と潜熱の比（Bowen比）B1は3日問ほとんど変らず，それ以前の10

口間のBowen比の平均値をB2とすると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヲユ＝O．31，　　　132＝O．14

である．このことは寒気吹出し1痔では大気へ供給される熱エネルギーのうちで顕熱の占める

制合が著しく大きくなることを意味している．

　14口問の平均輸送■量とBowen比Bは，

　　　　　　　　　　　　　　　　τ＝！．11dyne／cm2，　　H＝841y／day，

　　　　　　　　　　　　　　　11，＝3771y／day，　　　3＝O．22，

である．

　4．3放　　　射

　放射量は雲量に影響される．とくに口射は雲の状態に支配されると言ってよい．寒気吹出

し時には雲量はほとんど1．Oであり，それ以前も雲の状態の変化が速いが，雲量は多い．降

雨は長時間続くことは少なかった．

　図8に下向きの水平面日射量と赤外放射量の各正時前1時問の平均値の推移をホす．1時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　g　一
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　　　図82月！4□一2月28□の1時間あたりの下向き水平面日射量Sと下向き水平面
　　　　　　赤外放射量五の時間的変化．

問の日射量は最も強いとき17711y／dayを言己録しているが，寒気吹H■一し時の26日は最大値

が3161y／dayと小さい．下向きの放射量は大きな変化はない．

　海’面へ入る正味の放射■量R亙は（2）で表わされる．放射の測定f直S，Lと海面水温τ∫

より計算したムを図9に示す．日中の伽は海’面へ向う方向をもつが，目射がない夜間
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　　図9　図8に同じ，但し（2）で計算した正味の放射量R亙．
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は海面からの放射が卓越しR亙は上向きとなる．寒気吹出し時は低層雲が多く，日中でも

Sが小さくなり一目の正味の放射量は海面から大気へ伝達される場合が多い．25日から27

口の3目問の1日のR亙は一50～十501y／dayで，平均一91y／dayである．1日のS，工

及びR亙を表1に示す．

　14日問の平均f直は

　　　　　　　　　　　　　∫＝2431y／day，　　　工＝7961y／day，

　　　　　　　　　　　　1ぞπ＝1071y／day

となる．

　AMTEX期間中の輸送量と，バルク法によって輸送量を求めるために測定したパラメー

ターを付表1に示す．また放射の測定値と正味の放射量の推移は付表2に示す．

5．　雲量等からの放射量の推移

　下向きの放射は雲量，雲厚，気温，水蒸気圧などによって決められる．Kondo（1967．1974b）

などはこれらのパラメーターより目射及び赤外放射を椎定する経験式を与えている．以下

Kondo（1974b）に従ってすすめる．雲のないときの1日あたりの水平面目射量Sは次式で

表わされる．

　　　　　　　　　　　S／二：｝二（1：1∴5）．。、”〈ひ3／　（・）

ここで〃は一日の全雲量，∂は海面近くの日平均水蒸気圧（mb単位），ζ。は正午の太陽の

天頂角である．ムは大気がないときの全水平而日射量であり，日時と緯度によって異る．我

々の観測点ではAMTEx期間中平均7321y／dayの値をとる．

　雲があるときの1日あたりの日射量は，

㌃∵！二ぷ二刈
（7）

ここでτは雲厚を表わすパラメーターであり，〃，〃㎜，伽はそれぞれ下層雲，中層雲，上屑

雲の1目の平均値である．ル／Nは降雨の頻度を時間比で表わすパラメーターである．

　また1日あたりの下向きの水平面赤外放射量五は次式で推定される．

　　　　　　　　　　　㌻二∴1（・）

んは雲の高さを表わすパラメーターであり，「は1日の平均気温でWを単位とする．

　雲量〃，物，伽，伽と気温τ，水蒸気圧εの測定値を（6），（7），（8）に用いて1日の日射

量と亦外放射量を計算し表1に実測値とともに示す．雲量はOOJSTと03JSTを除1、・た3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－l1一
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表11日あたりの放射量の実測f直と雲量等のパラメーターより求めた推定放射量．
　　単位は1y／day一

Observed Estimated
Date

ユ4

15

17

18

ユ9

20

21

22

23

24

25

26

27

Mean

　〃

O．77

0，90

0，86

0，70

0，43

0，63

1，00

1．OO

O．66

0，70

1．O0

1．OO

O．95

∫　　　　五　　　　地

228

245

198

318

465

442

92

65

325

239

87

83

216

775

803

853

794

748

809

842

863

797

785

823

789

758

　68

112

112

186

285

302

　ユ0

　0

181

　86

－19

－53

　47

0．82　　　　　243　　　　　796　　　　　107

s　　　　　五

257

200

208

301

378

327

157

162

295

29！

ユ61

162

186

786

817

826

804

781

807

829

826

800

803

798

767

759

237　　　800

時問毎に6回測定した毛のの平均値をとった．降雨時間の正確な襯測がないのでパラメータ

rル／N＝Oとした．降雨が比較的長く続いたのは21日，22日，23日，25口，26目で

あり，他の日は降雨が認められる程度である．推定放射量において降雨の影響を考える場

令，ル／W＝1，すなわち1日中降雨があったとき，日射では約801y／dayだけ多く見積るこ

とになり，赤外放射では約501y／dayだけ少なく見積ることになる．雲量が大きいとき口射

最白体が小さいので降雨の有無が重要な要素となる．■赤外放射量は日射量に比べて変化が小

さく，降雨がな1、・と仮定したときの過小評価は6％以内であるので影響は小さいと言える．

　実測値と推定値を比べると口射の場合は実測値は65～4651y／dayと大きく変動するが推定

値の変化は小さい．亦外放射の場合は実測値と推定値はよく一致する．日射の場合，1口の

一平均雲量を川いたことも不一致の一丙と一囹、われるが，問凄的に推定することは大きな誤差を

合む可能性、があり実測が重要であろう．亦外放射の場今は（8）を使った推定値で十分正確で

ある．

6．　む　すび

　南西諸．島海域は黒潮が流れる1暖い海域で，冬期1い国大陸より吹き出す乾いた寒冷な大気は

海面より顕熱及び蒸発によって■大量の熱エネルギーの補給をうける．熱エネルギーの輸送過

程は平均的には（8）で表わされる．降雨や海面下に伝達される量を無視し，顕熱H，蒸発

による潜熱岨，正味の放射量による熱収支を考えるとAMTEX期間中では

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11＋11＝一R∬＝3541y／day

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－12一
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となる．このうち放射の占める割合は

　　　　　　　　　　　　　　　　　1ぞ〃／（H一ト11，）＝o．23

であり大きい．したがってこの海域での平均的な熱エネルギーの供給を考えるとき，放射は

重要である．

　Ninomiya（1972）は熱収支の解析より2月の東支那海からの平均の顕熱及び蒸発量はそれ

ぞれ3501y／day，11mm／day（＝6501y／day）であることを示している．我々の観測点での平

均補給量は二官の解析値と比較すると，∬は約25％，1Eは約60％になり少ない．これは

東支那海に比べて観測点の気温が高いことが一因であろう．

　寒気吹出し時の3日間の∬十岨は9891y／dayであり，14目問の平均値の214％に達し

た．二官の求めた東支那海の場合，寒気吹出し時の∬十伍は約10001y／dayであり，我々

の観測結果と大きな差はない．しかし2月の平均補給量に対する比は125％で今回の結果と

大きく異る．これは観測した海域がちがうことによる特徴の1つである．

　25日から28日までの正味の放射量心は小さく，±501y／day程度であり，他の熱輸送

量と比べると，

　　　　　　　　　　　　　　　　R〃／（H＋1E）～土O．05

となる．この比は寒気吹出し時には海面からの熱輸送量に放射はあまり影響を及ぼさないと

いえる．3日問の熱エネルギーの供給量は

　　　　　　　　　　　　　　　11＋1E－1ぞ〃＝9801y／day

となり，14日問の平均供給量の227％になる．

　波動性擾乱の通過後に中国大陸より吹出しがある状況では熱エネルギーの輸送が大きく，

積雲の発達をうながす．しかし下層大気から中上層大気への輸送は単純ではない．ここで得

られた2月の南西諸島南方海域での種々のエネルギー輸送量は，気団変質解析の基礎資料と

なるであろう．
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　放射観測は当初予定していなかったが，AMTEXが共1・コ観測であり，観測点（128．O．E，

23．5“）における放射の重要性を考えて急拠実施することになった．放射計及び取付け金具

（ジンバル）は東北大学から借りた．観測準備と測器の調整は東北大学安出延寿博士，山内

恭氏に行っていただきました．また東北大学近藤純正博士には貴重な助言を多くいただきま

した．

　本観測に際して当時の国立防災科学技術セソター所長菅原正巳博士に暖い励しをいただき

ました．
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付表1－1AMTEX’74の熱エネルギー輸送量．
　　　　　　　U：風速，T：気温，TS：表面水面，V1

　　　　　　　動量，H：顕熱，LE：蒸発による潜熱．

　　　　　　　H，LEは上向きが正の1直．

DATE

1今

14
14
14
14
14
14
14

14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14

14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14

　　丁川E
　　t　JξT1

　8∩O・　R31’r

830‘　90n
g001　93∩

930・1OOn
］O∩O－1∩3n
1030‘ユ1On
11nO・113∩

1130－120n

1200－123〔

1230・130n
1300－133n
，030・1400
1400i1430
1430－1『OO
1500－153n
1530・160n
16n0－1ろ∋（
1630‘170〔
1700－173〔
1730－1εOn

1800■1R3〔

1830－1gO0
1900－193n
1930－200n
2000－203〔

2030－2100
2100－213n
2130■220n
2200－223n
2230－230∩

2300－233n
23ヨ0・2400

　　U
l⊂M／s〕

　q4o
　戸Or

　765
　74弓

　785
　740
　690
　665
‘50
655
64n
64n
650
69n
675
67n
64n
705
685
635

67n
710
710
685
705
670
64n
625
67n
白85

＾50

630

　T
　l⊂〕

18．8
』9，0

19．1
19，2
19，2
19．ヨ

19，2
19，3

19・4
19，5
19，5
19，6
19・8
19，9
20・1
20・1
20，1
20・1
20・1
20，1

20，2
20・2
20，3
20・4
20・4
20，3
20，3
20・0
？o．3

20・4
20，5
20・5

　TS
l⊂〕

22・1
22，1
22，1
22，1
22．フ

22・フ

22・フ

22，2

22・r
22・3
22．3
2～・3

22・弓

22・？

22・弓

22・2
22，6
22・R
23・n
23，4

23，6
23．‘

23，7
23，7
23，7
23，7
23．＾

23．自
23．ろ

2弓．5

2司・4

23．弓

　V

1岬1

14．］

14，2
13，8
13，5
13，3
13．O
12，3
12，1

11・9
12，3
12，9
12，9
12，5
12．7
1Z・4
12・4
12，5
12，4
12・9
12．8

】0，4

13，9
14，5
13・6
14・O
13，9
13，7
13，9
14，0
13，7
13，8
14．2

水蒸気圧，VS：海面の飽和水蒸気圧，TAU：運
＊印は航走中の風速を表わす．TAU下向きが正，

、lS　　　　　　　TAl　l

｛MB，　　　‘DYNF／○M＃★2〕

2＾・！　　　　　　　　1■6｛今

2台・1　　　　　　　　1・1q’ヨ

26・1　　　　　　　　1・O＾2

2｛・l　　　　　　　　O・9qg

2｛・1　　　　　　　　1・124

2｛・2　　　　　　　0．9日2

2一一・2　　　　　　　0・841

2（・2　　　　　　　0．774

2｛・3　　　　　　　0．7ヨ5

26．4　　　　　　　0・7｛6
2《．4　　　　　　　　0・7〔9

2←・4　　　　　　　　0・7∩8

26．4　　　　0・729
2ろ・4　　　　　　　　0．8ヨ1

26．3　　　　0・7R7
2｛・3　　　　　　　0・774

26・目　　　　　　O．7〔3

27・l　　　　　　O・876
27・5　　　　　　　0・826
2R．，　　　　　　　　O・7n∋

2p・5　　　　　　　0・7q4
2ρ・6　　　　　　　　0●904

2月・7　　　　　　　0・9n4
2日．6　　　　　　　0・8弓1

2月・白　　　　　　　　O・8R’1

2日・7　　　　　　　0・790

2R・6　　　　　　　0・711
2R．5　　　　　　　0・679
2閃・5　　　　　　　0．7q2

2R・4　　　　　　　　0●8ヨ0

2目・2　　　　　　　0・73……

2R・4　　　　　　　　0・6R7

　　　H

‘LY／D－Y，

　　10ら
　　　87

　　　8n
　　　7｛
　　　ア9
　　　73
　　　ア2

　　　67

64
6司

63
60
5白

5台

5n
4日

53
63
69
7ヨ

8n
8白

8－

77
8〔

7q
74
72
76
74
66
6｛

　　　L　E

tLY／∩AY】

　　6∩3
　　519

　　5n9
　　5n6

　　542
　　5？7
　　521

　　5n9

514
5nZ
472
470
4自6

5n5
501
495
492
557
545
5ヨ7

555
574
5弓4
565
565
544
529
504
534
550
5〔9

491

　H＋LF
｛LY／DAY，

　　709
　　607

　　弓90
　　583

　　｛22
　　＾O0
　　593
　　577

57R
565
ら35

531
542
561
550
544
545
62n
614
61n

636
659
｛3q

64ヨ

＾46

623
604
576
“o
台24
576
弓57
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冬期南西諸島南方海域における運動量・ 顕熟・潜熱の輸送と放射量一内藤・ 郁司・渡部

付表1－2

DATF 丁川F
l　J　ST〕

　　U　　　　T　　　　T　S
｛CM／S〕　　　｛⊂，　　　一⊂〕

　V　　　　VS　　　　　　　TA！」
｛MP，　　　い一8，　　　｛DYNF／⊂M★讐2，

　　　H　　　　　　L　E　　　H÷LE
‘LY／D＾Y、　一LY／DAY，　｛L．Y／DAY，

15
15
15
15
15
15
15
t5
15
15
15
15

　　O・　3n

30－　10n
1OO・　130
130－　20n
2nO．　23n
230一　弓O0
300－　33∩

330－400
400－43n
43o－　5o∩

500－53n
530－60n

625
615
650
59n
485
430
415
410
42n
415
420
425

20，6
20・7
20，6
20，5
20，5
20・5
20，5
20，6
20・6
20，6
20・6
20．7

23・｛

23．7
2司．7

23．日

23．目

23．只

20．q
24．〔

24・0
24・n
24，1
24．2

14，2
14・4
15，4
15，2
15，4
15，6
15，7
15．◎

15，2
15，7
15，7
16．4

2日・6　　　　　　　　0・676

2R■6　　　　　　　0・6弓Z
Z只・同　　　　　　　O・739

2R・8　　　　　　　　0．599

2伺・9　　　　　　　0・3q2

2ε・9　　　　　　　0・002
Z9・0　　　　　　　　0・2月0

2q・2　　　　　　　0・273
29・3　　　　　　　0・2R8
2q・3　　　　　　　0・2R0
2g●4　　　　　　　　0●2R9

29・5　　　　　　　　0．296

6＾

64
72
67
57
51
5n
50
51

51
54
54

496
4R2
4丁5

446
37o
ヨ28

316
ヨヨ5

338
324
332
ヨ21

563
547
547
514
427
380
弓67
38弓

390
375
387
375

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15

600－　63〔

6ヨO－700
700－73n
730一目On
800一目3n
830・　900
900．930
　930－100n

10nO．1n3n
l030－110n
1100－113n
l130－120n

415
42n
560
645
635
570
515
585
520
435
425
450

20，7
20，8
20・6
20，7
20・8
21・1
21・2
～1，3

21，5
21，6
21，8
21，8

24，2
24，2
24・3
24．r
24．弓

24．ヨ

24・3
24，4
24，4
24，4
24．弓

24．5

16，5
16，7
17・8
17，6
17・3
17，4
17・2
16，6
16，2
16，1
15，6
16．2

2q・台　　　　　　　　O・2R1

2g・6　　　　　　　　0・2R8

2g・8　　　　0・539
2g・ε　　　　　　　O・732

2q・R　　　　　　　　O・7n6

29・8　　　　　　　　0・555

2q●R　　　　　　　　O・445

3n・O　　　　　　　　O・5日5

’∋O・O　　　　　　　　O・453

ヨn・O　　　　　　　　O．3n5

30・1　　　　　　　0・289
3n・1　　　　　　　0・327

313
引1
381
4ヨ4

443
3q6
368
434
404
3ヨ9

042
351

367
364
455
516
521
460
426
49a
459
383
弓83

394

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15

1200－123n
1230－130n
1300・133n
10ヨO－1400
1400－14ヨn
1430－150∩
】500・153n
】530■160n
1600■163〔

1630■1700
1700・173n
1730■180n

445
375
360
42弓

455
505
555
520
515
560
605
555

21・9
22，0
22，0
21，9
22・1
22・0
22・0
21，9
21，9
21，8
21，8
21．8

24・弓

24．弓

24，4
24・ら

24・＾

24．弓

24・5
24，5
24・弓

24，5
24・5
24．弓

16・1
15，4
16・0
16，3
16，8
17，1
17・6
17，8
17，7
18．o
18，0
17．9

ヨn．1　　　O・319
3n・l　　　　　　　O・220
3o・0　　　　　　　0●2n1
3n・4　　　　　　　　0・2q0

3n●2　　　　　　　0●034
3〔．2　　　　　　　0・420

3n・l　　　　　　　O・516
3n・l　　　　　　　o■449
∋O・1　　　　　　　0・4ヨ9

ヨn・1　　　　　　　0・527

3n・1　　　　　　　0・625
3n．1　　　　　　0．517

41
03
31
41

4n
44
50
48
4’7

51
57
51

347
3n8
2目0

335
338
065
3～
357
357
072
4n1
375

38目

041
312
∋77

378
410
430
406
404
424
459
427

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15

1800－1目ヨn

1830・1gOn
1900－193〔
lg30－200〔
～000・2n3〔
2030・210〔

2100■213n
2130－2200
22∩O－220（

～230－230〔
2ヨOO．233〔

2330－2400

515
525
515
510
505
510
505
475
545
520
64n
715

21，9
22・0
22・1
22・1
22，0
21，9
22，0
22，0
22，1
22，0
22，0
22．O

24，4
24・4
24・4
24，4
24，4
24，4
24・4
24，4
24，4
24・4
24・4
24．4

17，5
17．Z
17，9
18，5
18，7
18，8
18，7
18，6
18，7
19．1
19，0
19．2

ヨn・0　　　　　　　0・4弓8

3n・O　　　　　　　O・4『6

3n・0　　　　　　　0・437
3n●n　　　　　　　O．427

3o．0　　　　　　　0・419
0n．O　　　　　　　O．429
3n・O　　　　　　O・419
30・O　　　　　　　　O．0＾6

3n・O　　　　　　　O・4q0

30・n　　　　　　　O・446
3n・O　　　　　　　O・7n3

3o・0　　　　　　　0・9n2

46
44
43
41
43
4｛

43
4n
44
4司

53
6n

ヨ58

370
344
324
318
018
016
3n2
3ヨ6

311
3R0
413

404
育14
387
365
361
362
360
ヨ42
381
354
433
件73
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付表1－3

DATF TINF
lJSTl

　　U　　　　T　　　TS
‘⊂｝／S〕　　　｛⊂〕　　　｛C〕 　VVS　　τAll‘MR，　　　‘M8、　　　｛DYNFノ（M★★？〕

　　　H　　　　　LE　　　H｛LE
｛LY／D＾Y，　｛LY／nAY〕　‘LY／DAY1

16
－6

16
16
－6

16
16
16
16
】6

16
16

　O－　3n
　弓O・　10n

1nO－13〔
130－20〔
200－23n
2弓O－300
000一ヨ0〔
∋ヨo・4oo

400－43〔
430－50n
500－53n
530－600

725
69n
695
68（1

660
645
q20
R75
665
41∩
76r1

780

22，0
22，0
21，9
22，0
21，7
21，3
21・1
20，4
19．4
2工・3

22・0
21．5

24・4
24・4
24，4
24．r
Z4・3
24．司

24，3
24，3
24・3
24・弓

24，3
24・3

18，8
19，4
20，1
20，0
20・3
20，7
20，9
20，9
20，5
17，8
17，2
19．O

2q・9　　　　　　　0・929
2q・q　　　　　　　0・8ヨ0

2q・q　　　　　　　0．847
2q・R　　　　　　　　O・8n4

2q・8　　　　　　　　007弓6

2q．P　　　　　　　O・725
2g・ρ　　　　　　　　1・572

2q・7　　　　　　　1●429
2g・R　　　　　　　O・8n0
2g・7　　　　　　　0・270
2q・7　　　　　　　　1■001

2q．7　　　　　　　　1・1n5

5q
54
5q
56
5q
6q
102
11ら
11閂
4ヨ

57
74

4ヨ2
0月5

364
349
339
322
437
419
351
275
5n4
447

491
440
423
406
098
ヨ91

540
535
469
ヨ1R

561
522

16
16
16
】6

16
16
16
16
16
16
16
16

6nO一＾3n
630・70n
7nO－73〔
730－RO（
8nO－　83n

830－90n
gOO－93n
　930■1OOn
lOOO－1nヨn

l030・1100
11nO－113n
，130・120n

　　93〔

　　r55

　　520

　　57∩

　　52n

　　215

　　520
　　51n

　　71n

丹740
×7gn
浜690

19．7
1g・7
20・6
20・7
20・8
21・5
22・ヨ

22，2
22，7
22，9
22，9
22．9

24・3
24．司

24・フ

24・2
24，2
24．フ

24，2
24・2
24．司

24．弓

24，4
24．4

21・2
19・2
18．8
1g．2
1g・∋

19，6
18．7
1g．7
1g・5
20，5
20，1
19．9

2q・7　　　　　　　　1・635

2q・7　　　　　　　　0・5司7

2q．6　　　　　　　0●4＾0
2q・｛　　　　　　　0・5『8

2q．6　　　　0．4弓7
2g●6　　　　　　　0．073
2g・6　　　　　　　0・440
2g・6　　　　　　　　0・423

2g・8　　　　　　　0・869
2q・8　　　　　　　　0・9R1

2o・9　　　　　　　　1・1n9

2q・9　　　　　　　0・81今

14q
93
6q
72
64
2司

34
34
37
04
4〔

34

430
0司5

324
3司5

3n6
132
305
273
378
352
401
362

580
429
393
407
3T1
155
弓39
308
416
387
442
ヨ9丁

】6

16
16
－6

16
16
16
16
16
16
16
16

1200■123n
1230－1，On

1300－133n
】330－1400
－400・140n
1430・150n
1500・153∩

1530－160n
1600・163n
1630－1700
1700・173n
，730－18◎n

廿610
讐61∩

“65n
　　59n

　　575

　　6on

　　655

　　685

　　71n

　　77n
　　775

　　765

23・0
23，0
22，9
22，8
22，7
22，8
22，8
22，9
22，9
22，8
22，8
22．7

24・3
24，1
23・5
23・4
2弓．弓

2ヨ．5

23・5
23・弓

23・『

23．弓

2弓・5

23．弓

lg・6
19，6
19，5
19，7
20，4
20，0
20・1
19，7
20・1
20・3
70・8
21．4

2q●R　　　　　　　0・613
2q・4　　　　　　　　0・6n8

2o．4　　　　　　　006目7
2P．1　　　　　　　0・5、王

2R・3　　　　　　　　0・525

2R・3　　　　　　　　0・644

2円・4　　　　　　　　0・7n2

2R・4　　　　　　　　0・777

2R・4　　　　　　　0・843
2R・4　　　　　　　　1・019

2R・4　　　　　　1・037
2R・4　　　　　　　1・010

25
2i
11

1n
12
14
14
14
14
17
工月

21

324
309
2萬8
247
231
2ろ3
272
299
2％

012
298
270

349
3ヨ1

299
257
244
277
286
313
311
329
316
292

16
16
．6

16
1台

16
16
16
16
．6

16
16

，800・1R3〔
1830・1gO∩
1900・1gヨ0

1930・2000
2000■203n
2030－2100
2100■213n
21ヨO－220∩

2200・223n
～2司O－230n
2300・233〔

2330－240o

725
765
770
740
785
795
7Z0
695
700
750
765
740

22，6
22，6
22，7
22，7
22，7
22，7
22，6
22，7
22，7
22．7
2Z．8
22．9

23・r
24．n
24・3
24．司

24．司

24，4
24，4
24，4
24，4
24，4
24，3
24．3

21・6
21・6
21・8
22・0
22，0
22，7
23，1
22，9
22，9
22．7
？2・6

22．7

2R・4　　　　　　　0・8q4
2q・ヨ　　　　　　　　1・026

29・7　　　　　　　1・048
2q・R　　　　　　　　O・957

2g・R　　　　　　　　1・096

2q・q　　　　　　　　1●129

2q・9　　　　　　　　0・9n2

2q●9　　　　　　　　0・832

2q・9　　　　　　　0．845
2q．9　　　　　　　0・9R7
2q．R　　　　　　　　1・O弓0

2g・8　　　　　　　0．952

2η

302
316
302
3∩8

295
257
256
259
280
289
272

26q
308
358
342
351
339
299
2％

299
321
ヨ28

306
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付表1－4

D－Tε TIME
lJSTl

　　U　　　　T　　　TS
にM／5〕　lo　　lo 　VvS　　TA∪｛MP〕　　　‘M8、　　　｛DYNE／⊂M甘讐2，

　　　H　　　　　LE　　　H＋LF
－LY／D＾Y，　｛Ly／DAY，　‘LY／DAY，

17
17
17
17
17
17
17
］7

．7

17
17
17

　O■　0n
　30－　10〔

1nO－　13n

130・POn
200－23n
230一司O0
0nO・　3ヨ〔

330－4on
4nO－43［
4ヨo－50n
500－53n
530－600

705
63n
55n
弓o弓

545
510
5Zn
51〔

475
48n
40弓
51n

22，9
22，8
22，8
22，8
22，8
20，0
23，2
23，2
20．2
2ヨ．2

23，2
23．3

24，3
24・4
24，4
24，4
24，4
24・4
24，4
24，4
24，4
24，4
24，4
24．4

23・4
23・2
23，4
20，5
23，7
20，1
22，6
23，1
23，6
23，7
23，8
24．4

2g．8
2g・9
2q．q
3n．0
3∩・o

on．o
∋rl．n

2o．9
3∩・0

3∩．n

3∩．n

2q．q

o．8弓4

0．664
0．4q2
0．4n9
0・4日2

0．415
0．430
0．412
0．ヨ弓2

0．ヨ＾O

O．241
0．4nり

237
223
1q0
174
工R1

185
200
1只4
1『8

158
129
146

272
256
21R
203
210
21n
221
20『

17日

17月

145
164

17
17
17
17
］7

17
17
17
17
－7

17
］7

600一｛3〔

6弓O－70n
7nO－70n
7ヨO－ROn
8nO■　R3n
8？O－90〔

900－q3n
930－1nO∩
lOnO－1n0〔

l030，110n
ll，00－110〔

工130－120n

六
浜

共
共

465
390
30n
005
220
27n
480
27n
295
21弓
335
315

23・4
22，8
23，4
23，5
20，6
22，1
21，6
21・2
20，7
20，8
21，5
22．0

24・r
24，4
24，4
24，3
24・4
24，4
24・3
24・4
24，4
24，4
24，0
24．2

フ0・9

24，2
23，9
23．8
P4・3
24，2
23・9
23，2
23，6
23・1
20．1
フ3．2

29・R
2q．q
3n・0
2g．R
2q．q
2q．9
2q．R
zq．9
2q．q
2q・9
2q．P
2q．6

O・331
0．2「1

0．127
0・131
0・066
0・111
0・377
0．115
0・139
0．075
0．1■ア6

0・151

14
2n
1o
　R

　5

2－

46
3弓

41．

31
34
24

142
1］8

q2
q0
63
月7

158
1n自

112
93
126
112

156
13R
102
102
69
11n
204
141
－54

12r
161
136

17
17
17
17
17
】7

］7

17
17
17
，7

17

1200i123〔
］2ヨO－130〔
］3nO－133n

13司Oi140n
］4nO・143n
14ヨ0■150n

1500・153n
「．5司O・1｛On

16nO－163n
16ヨO－170∩
17nO－173〔

1730i180〔

￥　29r
糸　弓45

共305
　　325

　　295

　　125

　　，O0
　　　90
　　　6R

　　lo5

　　］oo
　　　85

22，4
22，7
22，7
22，7
22，9
22，9
20，0
23・2
23・1
20・0
20，2
23．3

23．ρ

24，5
24，5
24．ら

24．r
24・｛

24・6
24．ろ

24・ろ

24・ろ

24．ら

24．ろ

2ヨ．5

2ヨ．6

23，8
23，8
24，6
23，8
23．7
フ3，6

23，7
23，6
23，6
24．O

2ε・9

00・1
30・1
3n・2
∋n．1

3∩．2

0∩・2

3n・3
30・2
3n．3
3o・3
3n・フ

0．126
0・179
0．138
0・159
0・127
0．029
0・020
0．o17
0・011
0・022
0．020
0．O15

83
1フ2

1n6
113
日6

　59

54
51
46
　R7

　54

46

96
1ψ

125
135
102
69
63
5q
51
66
61
51

17
17
17
17
17
17
17
17
．7

17
17
17

18nO■1R3〔
］8ヨ〇一1gOn
1900－1gヨn
－900－200n
フOnO－20∋n

P030・210n
21nO－210n
2130－2200
2200－22ヨn

2230・2300
23nO・230n
2ヨ弓O・240∩

110
13弓

125
120
14弓

165
160
155
15n
160
265
280

23，4
23，4
20，2
23，2
23．2
フ0，2

23，2
23，3
23，6
20，6
20，4
23．∋

24．＾

24．＾

24，6
24，6
24．r
24．r
24，5
24，5
24．r
24，5
24・5
24．4

23，7
20，4
23，4
23，0
22，9
23．4
フ2，8

22．2
2Z．1
21，8
21・2
22．ヨ

3n・3
3n．？

3n・3
3n・2
0n．1
3n・1
3n．1
3n・1
3n．1
3n．1
3n・1
3〔．n

0・023
0・O司1

0・028
0．0～7

0・O司5

0．043
0．041
0．039
0．036
0．0rg
O・Oqg
O．112

r4
＾o

～
63
＾7

←9

7ヨ

76
73
77
122
1］3

6n
6台

69
7n
74
77
8n
83
　79

82
－32
！25

一17一
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付表1－5

DATE 丁川F
l　JrT1

　　U　　　　T　　　τS　　　　V
｛（M／S，　　　一⊂〕　　　｛⊂〕　　　　一MR，

VS　　　　　　TAU　　　　　H
‘M8一　　　｛DYNF／⊂M讐讐2，　‘LY／D＾Y，

　　　LE
’LY／DAY，

　H＋LE
－LY／D＾Y，

18
18
18
18
18
19
18
18
18
18
18
18

　O－　3n
30－　l　on

1n0－　13〔

130－　20n
2nO－　70n
230－　30n
OnO－　33〔

030－40n
4no■　43n
4司o－　50n

5nO－　50n
530－　60〔

29n
390
475
535
525
575
600
615
64n
650
66弓

64n

20，2
23，2
23，1
23，1
23，0
22，9
22，8
22，8
22，7
22，7
22，6
22．7

23・＾
2ヨ．日

23．日

23，7
23，7
23．＾

23．＾

23・4
23．フ

2弓．n
2ヨ．｛

23・q

22，4
22・4
22，1
21，6
21，4
21，6
21．4
フo．9

21・0
21，5
21，5
21・2

2R・6　　　　　　　　0・11ヨ

2日・9　　　　　　　0・218

2日・9　　　　　　　0・ヨ42

2q．7　　　　0．444
2芦．＾　　　　　　　　O．427

2ρ．6　　　　　　　0・525

2R・5　　　　　　　0．578
2日・1　　　　　　　0．6n7

27・9　　　　　　　　0．6＾0

27・5　　　　　　　0■678
2g・3　　　　　　　0・7ヨ1
2日・R　　　　　　　　O．677

4
7
1n
ln
1l

12
14
11

1n
　7

17
21

R7
125
162
191
192
204
216
223
218
1qZ
226
249

92
102
1T2
201
203
217
230
234
22R
200
？43

270

18
18
18
18
－8

18
18
18
18
18

”
18

6nO一ら3〔
630－　10n
7nO－　73〔

7「O一　同On
8nO一　日3n

8ヨO■　90n

9∩O－　q3〔

　930・1no〔
10nO・1nヨn

］030－1】00
11nO－113〔
］．130－120〔

1200・］P3〔

1230－130n
10nO－1司0n
1ヨ司O‘140〔
1400－143〔
1430・150〔

15nO－153n
1530・1台OO
1600－1＾0（

16rO－170n
1700■173〔
］730－1日On

61∩
595
59n
575
545
53r
弓10
53n
540
445
44〔

445

49n
50n
47n
455
46n
455
48n
弓1n

53n
54弓

＾25

67n

フ2，7

22・8
22，8
22，8
22．8
2z．9
22，9
22，9
22，9
23・0
23，0
23．1

2ヨ．1

23．0
2∋．0

22，9
22，9
22，9
22，8
22，8
22，8
22，8
22，7
22．7

23，7
23・6
23，3
23・？

23・4
23・4
2弓・5

23．5
2司．5

20．『
2司．司

23．2

2司．1

23・n
22．q
22，7
22・7
22．＾

22・｛

22・4
22，4
22．r
22・4
22．4

20，8
20・5
20，9
20，9
20，8
21・0
21・3
21，4
21，5
21・0
フ1，4

21．6

21，3
21，6
21・9
21，9
22，0
22・1
22，2
22，2
21，9
22・4
22，6
22．5

2口・6　　　　　　　　0・6〔5

2ρ・＾　　　　　　　O・570

2只・1　　　　　　　0・5r0

27．9　　　　　　　　0・516

2戸・1　　　　　　　　0・4＾1

2日．∋　　　　O・441
2凹・3　　　　　　　0・3q8

Z口・3　　　　　　　0・4司4

z日．3　　　　0．4弓2
2R・ヨ　　　　　　　　O．2q0

2r・n　　　　　　　　O・279

27・q　　　　　　　　O・2R2

27・7　　　　　　　0・345
27・6　　　　　　　　0・ヨろ1

27・4　　　　　　　0●310
27・O　　　　　　　　O・2R3

2台・9　　　　　　　　0・2同8

2今・戸　　　　　　　　O・276

Z6・R　　　　　　　0・3フ0

26・｛　　　　　　　0．362

2＾・F　　　　　　　O・3q4

2｛・4　　　　　　　0●422
2＾・5　　　　　　　0・5q2

2（．弓　　　　O．7〔O

　〔

　〔

・1

－2

■2

■4

・2

－5

・7

－7

・F

■『

246
244
211
1q8
2n1
1q2
178
1糾
1P4
154
142
1r3

145
141
119
1∩5

102
gヨ

1nO
　qg
1n8
09
110
123

264
262
221
205
210
201
187
194
194
15q
1仙

13弓

145
141
11r
］02

9q
8q
97
　93

10n
92
105
11R

18
18
18
18
18
18
18
18
18

川
18

岬

】8nO－18ヨn

1830－1qO0
19nO‘1q三…n

19rO－2nOO
フ000．2n30
20弓O■210n
21n0－213〔

21ヨO－2フO0
22∩O・223〔
22司O－230〔

23nO■233n
2330・240〔

67弓

｛8n

74n
735
T4n
79rl

R3弓

795
78n
755
700
69n

22，7
22，6
22，6
22，6
22．5
2～．5

22．ξ

22，4
22，4
22，3
22，0
22．3

22・5
22．弓

22，6
22，4
22，4
22，1
22，1
22，1
22．n
22・n
21．1
2，．1

22，7
22，3
22，0
22，0
22，0
22．C
21，8
21，8
21，3
21・1
21・3
21．5

；～6・自　　　　　　　O■716

2《．戸　　　　O・732
2｛・8　　　　　　　　0・8q4

2＾．｛　　　　O．879
2冷・5　　　　　　　　0・892

2｛．O　　　　　　　　l・Oヨ2

2‘．0　　　　　　　　1・169

2｛・n　　　　　　　1・054

25．9　　　　　　　　1・0n4

25・q　　　　　　　O■9司1

24・5　　　　　　　0・727

24・5　　　　　　　0・7n1

　．4

　－1
－1

　・2
　一～

・1〔
一1n
　，7

　・7
　・7
・23
■2ヨ

126
142
1F8
149
1弓8

149
1台7

159
172
172
　99

　R9

122
141
15台

146
155
139
］56

152
16弓

165
　76

　66

一18一



冬期1幸晒諦島南方海域における運動量・顕熱・ 潜熱の輸送と放射量一内藤・都司・ 渡部

付表1－6

D－TF 丁川F
USTl

　　U　　　　T　　　TS　　　　V
｛⊂M／5，　　　‘（，　　　‘C，　　　　｛MR〕

V5　　　　　　TA〕　　　　　H
い’目，　　　一DYNF／⊂M★讐2，　｛1．Y／D＾Y，

　　　LE　　　H＋LE
－LY／DAY，　｛LY／DAY，

】9

19
19
19
19
19
19
19
19
19
1g
19

　　0－　3〔

　30－10n
1〔O－13〔

130－20n
2nO＿20〔
230・ヨ0n
3∩O－33〔

330・40n
40o■43〔
4『O－500
5n0・5ヨ〔

5ヨ0－60n

730
705
7∋5

79n
76n
730
705
74n
730
745
710
725

22，4
22，4
22．ヨ

22，3
22，0
22，2
22，2
22・2
22，2
22，2
22・2
22．0

21，1
21・2
21，2
21・2
21，2
21，2
21，2
21，3
21・3
21・3
21・3
21・4

21，5
21，7
22，2
21・5
21，2
21，2
21．2
～1，4

21・6
21・5
21・3
Z1・2

24・5　　　　　　　　0・8n5

24●6　　　　　　　　0・742

24・6　　　　　　　0・8r0
24・6　　　　　　　　0．994

24・6　　　　　　　　0・9∩4

24●6　　　　　　　0・820
24・6　　　　　　　0・752
24・8　　　　　　　　0・854

24．R　　　　　　　　O・825

24●月　　　　　　　　O・869

24・R　　　　　　　O・770
24●9　　　　　　　0・816

一25

・23
■23

■25
・23

■21

－2n
■20

－2n
・2n
－1ρ
■1月

96
92
R2
115
119
113
1ng
l15
1n6
110
112
125

70
6q
59
89
96
92
89
95
86
90
9弓

10＾

19
19
19
19
19
19
19
19
19
i9
19
19

6no・63〔
6ヨo一’アon

7nO－7ヨO
730－80n
8no－R3（
8ヨo－oo〔

9nO－q3n
　9「〇一100n

1OOOi1n3〔
10r0・110n
，1nO－113n
，1『O－120n

★

x
必

浜

73n
72n
770
740
775
805
78∩

795
696
月06

786
76ろ

22，2
22，2
22，2
22，3
22，4
22・4
22，5
22，5
22．8
2ヨ．（〕

2∋・1

23・O

21，4
21．｛

21，4
21，6
21．ら

21・｛

21，7
21・目

21・r
22・n
22・7
23・3

21．4
フ1・1

20，9
21・6
22，2
22・ち

22．O
フ1・6

21・7
22，2
22・0
21・7

24・q　　　　　　　　O・8司2

24・q　　　　　　　O・8∩5

24・q　　　　　　　　O・948

25・3　　　　0・8岬
25・2　　　　　　　　0・9｛2

2弓・3　　　　　　　1．O『8

25・4　　　　　　　0．9R2
25●6　　　　　　　　1・Oヨ3

24●月　　　　　　　　O●6q8

2『・9　　　　　　1・o49
Z7・n　　　　　　　　1・021

2ρ●n　　　　　　　O■9臼8

■17
■17

■1日
一14

－2n

■1日

・工R
・17

・2日

■24
　一日

　　7

119
125
1｛2

126
1n8
1n8
120
149
q2
1弓5

1R4
2ヨ7

l02
10R
123
112
87
89
105
132
　63

11n
175
フ43

19
19
19
19
．9

19
1g
19
］9

19
－9

19

12nO1123n
1230■130n
－300■133n
lo司o－14on
］400－143∩
14∋O・150n
15oO－150（
15ヨO－160n
－600－163∩

1630■170n
17nO‘173〔

17rO－180n

米 706
宍68｛
采63＾
　　69n

　　63ら

　　650
　　65ら

　　670

　　650

　　665

　　64n
　　625

20，0
20・0
23，1
20・0
23・0
23・1
23．1
2ヨ．2

2∋．1

23．2
2ヨ・1

20．2

24．n
24・1
24，2
24・司

24・r
24．ヨ

24・3
24・司

24・r
24．司

24．司

24．3

21，9
22・0
22・0
22・1
22・4
22，6
22，8
73・2
23．2
2ヨ．4

21・8
21．9

≡三9・2　　　　　　　0，842

Zq●4　　　　　　　0■7q0
29・6　　　　　　　0・6台9
2q．P　　　　　　　　O・8n9

2g・R　　　　　O・671
29・8　　　　　　　　0・7n5

2q■R　　　　　　　O・716
2q●7　　　　　　　0・7r1
2q・7　　　　　　　0・7n3
2q・7　　　　　　　0・7ヨ9

2q●日　　　　　　　O・6R0
29・日　　　　　　　　O・642

2＾4

2『9

249
276
241
240
2司6

226
2－8

216
264
2弓3

28｛

283
772
30ろ

26q
266
262
249
243
240
290
275

19
19
19
！9

19
19
19
19
19
19
19
1g

1800－1830
18ヨO・1qO〔

19nO・1q3〔
1930－200n
2000・2nヨn
20ヨO－210n

21nO－213n
2130－2200
2ZOO－2230
223◎・230n
2000－2ヨ3〔
2ヨ30－240n

575
52n
510
515
525
500
470
475
465
4ヨn
490
485

2ヨ．2

2ヨ．3

～3，3

23，4
23，4
23，4
23，5
23，5
23，5
23，5
23，6
23．5

24．r
24・司

24，3
24．3
2今．3

24■、

24・3
24，3
24．司

24・3
24．弓

24・3

21・7
22・0
22，2
22，1
22，0
22，4
22，4
22，8
22，8
22・6
21・9
21・7

29・7　　　　　　　0・53～

2g●7　　　　　　　0●4フ5
2q■目　　　　　　　　O・4∩7

2q．R　　　　　　　O・415
2q●8　　　　　　　　0．432

2q・8　　　　　　　　0．3R8

29・7　　　　　　　　0・3∋5

2q・7　　　　　　　　0・344

2g・7　　　　　　　　0．028

2g・7　　　　　　　　0・275

29■7　　　　　　　　0●366

2g●8　　　　　　　0・360

20
17
17
15
1；

14
11
12
12
1n
1n
12

237
2n1
1q8
2n4
2n3
1g0
174
168
1る5

155
1q2
198

257
21R
214
220
218
204
185
181
17R
，65

20ヨ

～1n
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付表1－7

D＾TE 丁川E
l　J　ST　l

　　U　　　　T　　　　T5
工⊂M／S，　　　一⊂〕　　　‘C，

　V　　　VS　　　　　　　τAU
｛M目，　　　｛M8，　　　｛DYNF／⊂M讐＃2〕

　　　H　　　　　LE　　　H＋LF
｛LY／D＾Y，　｛LY／DAY，　｛LY／DAY、

　　〇一　3n

　∋O・　10n

1nO－　13n
130－20n
200－　23n
2ヨ0－　300

3nO－33n
3ヨO－40n
4no－4ヨ0
430－500
5∩O－r3〔

530－60n

475
460
425
445
440
495
510
53n
555
580
615
595

23，6
20，5
23，5
23，5
20，5
23，5
23，5
23，6
23，6
23，6
23，6
23．6

24・3
2々．ヨ

24，3
24．ヨ

24，3
24，3
24．ヨ

24，3
24・3
24，3
24，3
24．3

21・9
～2・1

22・1
22，1
22，3
22，8
21，9
21，7
22・0
22・O
フ2・1

22．1

2g・8　　　　　　　0・3全3

29・R　　　　　　　O・320
Zg・8　　　　　　　　0・268

29・8　　　　　　　　0・297

2q・8　　　　　　　　0・290

2q・8　　　　　　　　0・379

2q・8　　　　　　　　0・403

29・目　　　　　　　O・437
2q・R　　　　　　　　O●4R5

29・ε　　　　　　　　O．535

2g．7　　　　　　　　0・609

2q・7　　　　　　　　0・5｛4

11

11
11
11

11
14
12
11

12
12
12
12

191
1月0

167
174
165
1R0
205
217
217
226
236
228

203
191
178
185
177
194
21日

22R
230
239
249
241

6no－63n
6ヨO－70n
700－7ヨn
730－R0n
800I　Rヨn

830■qOn
9∩o－93n
930－1nO∩
lOOO一止Oヨn
－030－110n
11nO・113∩
11司O－120n

59∩

510
425
435
4ヨn
今05

48n
485
46弓

490
510
515

23，6
23，6
23，6
20，7
23，9
24，0
23，9
24・0
24・0
24，0
23，9
23．9

24，3
24．弓

24，3
24・弓

24・司

24・3
24・司

24・ヨ

24・5
24・今

24，5
24．5

～2，3

22・4
22，5
22，8
22，7
22・4
22・3
22，6
22・8
22，9
23，2
22．9

2q■7　　　　　　　0・554

2q・8　　　　　　　0・4nl
Zg・8　　　　　　　0・266
2q・8　　　　　　　　0・27凶

2g．8　　　　　　　0・269

Zq・R　　　　　　　0・273

2g・R　　　　O・343
2g・8　　　　　　　　0・ヨ49

3n●1　　　　　　　0・320
3n・n　　　　　　　　O・ヨ白2

∋o．l　　　　o．o98
∋∩・2　　　　　　　0・4n8

220
1oo
工54

151
149
1『4

178
172
167
174
178
1go

233
201
162
159
155
15R
184
177
174
18t
187
200

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
フ0

20

12nO・123n
］2弓O－1300
1300‘133〔

1030・140n
1400・143n
1430・150n
15nO・153（

1530＿160n
16nC・1＾3〔

1630・170n
17n0・173n
1730．1ROn

49n
470
440
395
ヨ45
355
34n
3今o

弓15

31n
330
29n

24，0
24．O
？3，9

24，0
24，0
24．O
？4．o

2今．1

24，1
24，3
24，3
24．2

24．｛

24．弓

24．白

24．ら

24，6
24，7
24，7
24．R
24，7
24，7
24．台

24・7

22．9
～3，1

23・1
20，1
23，1
23．1
フ3・1

～0，2

23，3
20，2
22，1
22．2

3n・2　　　　　　　0・3台4

3n・2　　　　　　　0・331
3n・3　　　　　　　0・2円8

3n・4　　　　　　　0．226
3n・4　　　　　　　Ω●168

3n・5　　　　　　　0・1月0

3〔・『　　　　　　　O．1ら4

3〔・6　　　　　　　0．1｛2

3n．4　　　　0・1r6
3n・4　　　　　　　0■1『0

30・4　　　　　　　0・14目

30・4　　　　　　　　0●113

R
R
1n
　日

　7

　R

　7

　5

　4

　4

　4

1月0
1自7

1＾1

144
125
1司2

126
125
110
1n8
131
ユ15

188
175
171
．52

132
141
135
1ヨ1

116
112
135
11g

18nO・1ROn
1830・1gOn
19n〇一190〔
19ヨO・2000
20∩O－2n3〔

2030－210n
2100－213n
2130‘220n
2200，223n
2230‘230n
23nO・230n
2330－240n

32弓

34n
510
780
960
113『
1180
u　O0
1095
1025
97n
8a∩

24，3
24，0
23，5
23，2
22，0
22，2
21，8
21，9
21，9
21・8
21・8
21．7

24．｛

24．ろ

24・5
24，5
24・弓

24，4
24，4
24，4
24・4
24・4
24，4
24・2

22，7
22，7
23，8
24・0
23，2
22，4
21，0
20，5
20，6
20・8
20・4
21．4

30．ヨ　　　　　　　O．14∋

3n・2　　　　　　　0．1｛1
3∩・】　　　　　　　O・407

3n・2　　　　　　　　1・◎72

3o・1　　　　　　　　1●6日8

30・0　　　　　　　2・408
3n・0　　　　　　　　2・627

2q・9　　　　　　　2・261
2q・9　　　　　　　　2・2ヨ9

2g・9　　　　　　　　1・950

2q・9　　　　　　　　1・737

Zg●6　　　　　　　1●416

　2
　　『

17
34
6q
84
102
92
92
87
8ヨ

7司

118
125
168
234
347
449
557
540
529
493
4R5
378

120
131
184
269
416
534
65q
632
622
581
568
452

一20一



冬一舳十凧諸島南方海域における連動量・ 顕熱・ 潜熟の輸送と放射量一内藤・郁■］コ・ 1度部

付表1－8

DATF T　I　ME

l　J　rT，

　　U
lCM／Sl

T　　　T5　　　　V　　　V5
一⊂，　　　｛C，　　　　一MR］　　　｛M8，

　　　　　TAU
｛DYNF／⊂M＾讐2】

　　　H

｛LY／D＾Y，

　　　LE
｛L、’／DAY，

　H“LE
－LY／DAY，

21
21
21
21
21
フ1

21
21
71
21
21

21

　　o・　ヨ〔

30・　10〔
100－　13〔

1弓O－　200

200－　200
2司Oi　30n
3nO・　33n
330－　40n
400・　43〔

430－　50n
5nO・50n
530－60n

815
自85

940
q10
905
885
815
82〔

740
58弓

690
715

21，7
21，8
21，8
21・9
21，9
21，9
21，9
21，9
21・9
21・9
22，0
21．9

24・n
23・目

23，5
23，6
23，7
23，7
23，7
23，7
23・7
23，7
23，7
23・7

21，0
20・4
19，6
20・2
20．O
19，2
18，9
19，5
19，2
19．O
19，2
19．2

2q．2
2月．9

2R．4
2R．6
2R．7
2日．7

2ρ．7

2R．7
2R・7
2R．7
2R．7
2閂・7

1．2∩5

1・420
1．602
1．499
1．4R2
1．416
1・lg3
1．2∩9

0．％2
0．5ら7

0．8］．り

o．8弓8

352
393
426
394
408
4司9

416
391
367
3n2
345
0弓7

416
450
479
447
462
492
46弓

442
413
3ヨR

385
40n

21

21
フ1

ハ
21
21
21
21
21
21
71
71

6nO－63〔
630－700
7nO－　7ヨ〔

730－ROn
8nO－　R3n
830■　90〔

9∩o－93〔
　930．1OO〔

10nO－1n3n
l030‘1lOn
】1〔0■113〔
11「O－120n

720
655
715
78n
76n
745
71n
70弓

60r
655
65n
6～5

22，1
22，1
22，2
22・0
22，4
22，4
22，4
22，5
72．4
～2，4

22，4
22・5

23．7
Z3，7
23，7
23・7
23．6
zヨ．7

23，7
23，7
23・6
23．｛

23・＾

23．6

19．3
1g．5
19，8
19，7
20・0
19，8
20・0
20，1
20・0
2C・2
20・2
20・3

2日・7　　　　　　　　0．8qg

～日・7　　　　　　　0・726

2R・7　　　　　　　　0．8月1

2p・7　　　　　　　　1．073

2o・6　　　　　　　　1．O〔自

2P・6　　　　　　　0・9｛1

2臼・ら　　　　　　　O・8（1

2R・6　　　　　　　0・931
2R・6　　　　　　　0●6∩0
2R・5　　　　　　　　0・715

Z只・｛　　　　　　　O・7〔4

2p．5　　　　　　　0・6｛3

3R
3｛

34
3＾

31

3n
2R
2R
24
24
25
23

3弓2

ヨ16

ヨr2

360
336
3司8

ヨ18
3れ

269
2R0
2R0
2‘2

391
352
367
396
368
弓6R

347
349
29ヨ

305
306
285

フ1

21
21
？1

21
21
21
21
21
21
？1

21

21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21

］2nO・1？3（

1230，130n
13nO・133o
l∋30‘140〔

14nO■143n
1430－150n
1500－1弓3n
1530．1｛On
16n0－16ヨ0

1630・170n
17nO－173n
1730・1ROn

18nO■1R3〔

18ヨOi1qOn
19nO・1q0∩

1930－200n
20nO■2n3n
20弓O－210〔
フ1．nO■213［

フ130－220n

2200－223n
2230・230n
23nO■23ヨ〔

2300－240n

585
640
60∩

535
495
505
5C∩
575
560
51『

5ヨ0
505

625
65r
78n
80弓

81n
82n
825
84n
R1n
795
795
月20

22・3
22，2
22・2
22．Z
22，2
22・1
22・1
22・1
22・2
22，2
22，3
22・3

22，3
22・2
22，3
22・3
22・2
22，2
22・1
22，2
22，1
22・0
22，0
22．1

23・台

23．自

23・ら

20，6
23・る

23．6
2司・ろ

2ヨ・台

23．る
2ヨ・＾

23・6
23・｛

23．白

2弓・6

23・6
2弓・7

23・7
23．7
2ヨ．’7

2弓．7

23．7
2弓・7

23，7
23．7

20・9
20・8
20・7
20，3
20・4
20・5
20，5
20・5
20・3
20，6
20・9
21・O

21，0
21・1
21・3
21・3
21・1
21・2
～1・3

21・3
2ユ・3

21，5
21，6
21．9

z角・5　　　　0・5弓9
2角・5　　　　　　　0・6ρ5

Zρ．5　　　　　　　0．5q2

2R・5　　　　　　　0・460
2円・5　　　　　　　0・3貝8

2R・‘≡　　　　　　　O．4n7

2R・5　　　　0・3qd
2日．6　　　　0・541
2閂・6　　　　　　　0．510

2q・5　　　　　　　　0・423

2閂・6　　　　　　　　0・4『0

2閂・5　　　　　　0・4〔5

2月・6　　　　　　　0・649

2角●6　　　　　　　0●721

2q●6　　　　　　　　1■07ヨ

2目■6　　　　　　　　1・151

2月．6　　　　1・1舳
2R・6　　　　　　　　1・1q8

2貝．6　　　　　　　1．21’1

2R・6　　　　　　　　1．2白1

2目．6　　　　　　　　1・172

2目・7　　　　　　　　1●129

2R・7　　　　　　　　1．128

2日・7　　　　　　　　1・203

2r
’3n

27
24
24
25
24
2目

27
24
24
2ヨ

2R
3〔

3＾

0ら

3R
3閂

4司

41
41
44
43
4ヨ

234
2弓4

24ヨ

230
211
217
213
Z46
244
216
216
201

247
256
295
306
315
015
315
316
3∩9

Zg6
292
2qO

フ6n

285
27n
254
23台

243
237
275
272
240
～og

224

27＾

286
3∋1
仙2

354
司5ξ

∋58

弓5月

351．

ヨ41

335
334

」21一
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付表1－9

D＾T　E T　I　ME

t　JST　l

　　U　　　　　T　　　　T5　　　　　V
t⊂M／5，　　　｛C，　　　‘C，　　　　｛lM8】

VS　　　　　　　TA〕　　　　　　H
｛M8，　　　｛DYNF／⊂M讐★2，　｛LY／D＾Y，

　　　LE　　　H＋LF
｛」Y／DAY〕　一LY／D＾Y，

22
22
22
22
22
2Z
22
22
22
フ2

22
22

　　O－　3n

30－　10n
l　nO－　130

100－　20n
200－　23n
230－　300
300－　3∋〔

3ヨO－40n
4nO．43〔
43o－50n
500－53〔
5司O－　60（

890
885
910
R60
860
885
89o
月55

89n
目3n

g1n
975

22，2
22，3
22，4
22，5
22，5
22，5
22，5
22，2
21，9
21，3
22，5
22．7

23．7
2ヨ．7

23・7
20・7
23・7
23，7
23，7
23・7
23．日

23．R
23・R
2ヨ・目

21・9
22，1
22，5
22，6
22，6
22，6
22，5
22．9
？3．2

フ4，1

23，6
24．6

2R・8　　　　　　　　1．423

2R．8　　　　1．4n6
2R・a　　　　　　　　1・4R7

2R・8　　　　　　1・316
28・目　　　　　　　　1・316

29・8　　　　　　　　1．398

2R・7　　　　　　　1・412

2R・8　　　　1・310
2R・8　　　　　　　　1・4司5

2R・9　　　　　　　　1．2『6

2R．9　　　　1・4R3
2R・q　　　　　　　1・70H

44
43
41

34
34
36
34
4；

5｛

7n
3P
34

ヨ13

3n3
2q3
272
272
280
280
260
2台2

210
246
213

ヨ5R
347
弓35

306
306
316
315
30ヨ
司1R

280
285
247

フ2

22
フ2

22
22
22
22
22
22
22
22
22

600－63〔
630－700
7〔O－70n
730一　角On

8n0・　Rヨn
8弓O・　qOn

gn0．q3〔
　930－1nOn

lono－1o3n
lO弓O－110n
11n0・113〔

1130－120n

98n
98『

1015
975
9ヨo
q80
1055
94n
q1n
qgら

1455
1685

22，9
22・9
22．8
フ2．1

？1，9

22，1
22・0
22・1
22，4
22・1
21，5
20．6

23．日

2∋・q

24・〔

24．n
24．n
2司．q

2司．q

24・n
24・n
2今．1

24，1
24．1

24，3
24・0
24，5
25，2
25，2
24，8
25・1
24，5
23，4
23，4
24，0
23．5

29●0　　　　　　　　1・718

2g．1　　　　　　　　1・744

2g・2　　　　　　　　1・866

2q●3　　　　　　　　1・7r6

29・2　　　　　　　　1・579

2q・1　　　　　　　1．754
2q・1　　　　　　　2・O『2

2q●2　　　　　　　1．6n8

2q・3　　　　1・494
Z9■4　　　　　　　1●813
2q・4　　　　　　　　4・126

29・4　　　　　　　5・736

2目

34
　4n

6n
　66
60
67
59
　4R
6ヨ

125
192

2ヨ1

241
240
2n3
1q4
221
2～0
230
276
3n6
408
514

26n
275
283
263
260
282
28R
289
025
370
534
707

22
22
22
22
フ2

22
22
22
22
22
22
22

12nO‘123n
1230－130〔
1300－1；3n

1330－1400
14nO－143n
－430－1弓On

15nO－150n
1530・160n
16∩O－163〔
16ヨO・170n

17∩0i173n
1730－1ROn

164n
1n35
1ng0
1nOう
qg5
109∩
1140
い05
1n25
1n65
106n
1060

19，9
20・0
20・0
20，2
20・6
21・1
21・5
21・8
21・4
21・0
20，8
20．O

24．〔

24・〔

24．n
24・0
24．n
24・n
24，1
24・1
24・1
24・1
24，1
24．1

23，4
22・0
22，2
21，9
21・8
21・7
21，2
20・4
20・9
22・1
22，3
22．’ア

29・2　　　　　　　5・428
2q●2　　　　　　　2．025
2q●2　　　　　　　2．2弓8

2q・2　　　　　　　　1・9n1

2q・3　　　　1・854
29・3　　　　　　　　2・231

2q・4　　　　　　　　2・442

29・4　　　　　　　2・Z74

2g・4　　　　1・953
2q●5　　　　　　　2●130
～q・5　　　　　　　2．112
2q・5　　　　　　　　2．1r4

22n
139
149
131
－16

10ρ

　gq
8ヨ

93
113
11R
151

49∋

400
408
398
舳0
439
491
521
462
414
4n4
3R7

714
54n
558
529
弓16

547
59n
604
555
52R
弓22

53R

22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
フ2

22

18∩O・i閂3n

1830－1qOn
19nO11g3n
，930－2nOn

2000■203n
2030I210n
2100・213n
21弓O・220〔
22〔O－223n
22司O12ヨOn
2300・2∋3n

23ヨO－240n

99b
q45
955
95n
1，4n
119『
115『
107n
1n45
1080
1070
890

20，2
20・6
20・5
20・6
20．6
2◎・8

20・8
20，9
21，1
21・1
20，7
21・3

24，2
24，2
24・2
24・1
24，1
24・2
24，2
24・2
24，2
24，2
24，2
24．2

21，9
21・8
23・O
～z．4

22，9
22・6
22，6
22，3
22，3
22，5
23，2
23．2

2q．5　　　1．866
2q・5　　　　　　　　1．669

2g●5　　　　　　　1●707

Zg●5　　　　　　　1●6R6

2q．5　　　　2．471
2g■5　　　　　　　　2・722

2q・6　　　　　　　2・536
2g・6　　　　　　　2・157
29■6　　　　　　　　2・047

29．6　　　　　　　2・193
29・6　　　　　　　2・160
2q・6　　　　　　　　1・460

13｛

116
120
115
13R
13司

133
122
11n
115
12R
87

4n6
3q1
336
361
397
43ヨ

432
419
406
407
064
308

542
50閂
457
476
53弓

567
565
541
516
弓2フ

492
ヨ96

」22一



冬期南西諸島南方海域における運動量・ 顕熱・ 潜熱の輸送と放射量一内藤・都’司・ 1度部

付表1－10

D＾TE T　I　ME

lJST　l
　　U
l⊂M／S　l

T　　　　TS　　　　V　　　　VS
｛（，　　　｛（一　　　　｛MB，　　　｛M8，

　　　　　τAU　　　　　　H　　　　　　LE
‘DYNE／⊂M｛讐2，　｛LY！DAY一　‘LY／DA、・〕

　H“LF
｛LY／DAY，

23
23
23
フ3

23
フ3

23
2ヨ

23
23
20
23

　　O・　3n

ヨO，　l　On

1∩O－　13〔

1ヨO－　20n

200－　20〔

230－　30n
3no■　33n
330－　40∩

400－43∩
430－50n
5nO－50〔
530－　60n

785
735
830
770
715
72弓
605
410
445
う05

550
510

21，1
20・9
21，4
21・8
21，6
21・3
21，5
22・1
22，4
22，6
22・6
22．8

24・2
24・2
24，2
24，2
24．2
2牛，2
z4．フ

24．フ

24・2
24，2
24・2
24．3

23，5
23．5
2ヨ・1

23・1
23，5
23，3
23，2
23，7
23．8
フ3，8

24・0
24．0

2q・6　　　　　　　　1・129

2g・6　　　　　　　　0・974

29・6　　　　　　　　1。・2‘ヨ

2g・6　　　　　　　　1・066

2g・6　　　　　　　　0．9n6

2q●6　　　　　　　　0・940

2q・6　　　　　　　0・625
2q・6　　　　　　　　0・2白ヨ

2q■6　　　　　　　　0●3止1

2q・6　　　　　　　0・409
2q■6　　　　　　　　0●4q3

29・7　　　　　　　　0・416

260
246
2弓0
2‘7
237
252
213
133
139
156
1～

146

ヨ47

329
371
331
30ヨ

326
270
164
167
184
194
172

23
23
20
20
フ3

？3

23
23
23
？ヨ

23
23

600－63∩
630－700
7nO・73∩
7ヨO－　800

8nO－　R3（

830－gOn
gno・q3〔
　9ヨO－1nOn

lOOOI103〔
10ヨO・110n
l1O〇一113〔
l1弓O－120n

5∋5

510
72n
515
63n
70n
615
51n
390
285
220
25n

23・2
21，7
19，8
20・1
20・3
20・9
21・5
21，7
22，1
22，4
22，8
23．2

24・2
24，2
24・1
24，1
24・1
24・1
24・1
24，1
24，1
24，2
24，2
24．3

24．7
2ヨ・5

22・0
21・5
21・8
21・8
21，9
22，2
22・1
22・0
22，6
22．9

2q●6　　　　　　　　0■4弓4

2g・6　　　　　　　0・4弓O

～9●4　　　　　　　　0●945

2q●3　　　　　　　　0●453

2g・4　　　　　　　　0・6q7

2q．4　　　　　　　0・873
2q・4　　　　　　　0・647
2q・4　　　　　　　　0・428

29・弓　　　　　　　O・2ヨ5

2q．6　　　　　　　0■121
2q・6　　　　　　　　0・069

2q・P　　　　　　　O・OR8

1閂

46
109
7＾

84
　ア9

56
4ヨ

27
1R
1O

13目

174
299
2司3

2仙

2g0
252
204
156
115
　R4
R9

15る

22n
｛o月

ヨUg

司4q

37n
308
247
184
10弓

　95

　97

12no－123〔
12弓O－130n
13n0－133n
1330，140n
1400・143〔
1430－1弓On

1500－1rOn
1530－1600
16∩O－163〔
16司O－170n
17nO－173n
11ヨO－1日O〔

135
395
47n
49n
565
605
｛30

655
650
ち75
＾65

765

23，3
22，8
22．8
フ2，9

23，0
23・0
23，0
23・0
23，0
23・0
22，9
22．9

24．r
24．『

24．台

24・弓

24，5
24・弓

24・5
24，4
24・’1

24・4
24．r
24・3

22，4
22・3
22．2
フ2，7

22・2
22．2
フ2，2

22・1
21，9
21・4
21，3
20・8

3n●l　　　　　　　O●O司1

3〔・1　　　　　　　0・2r8
3∩・2　　　　　　　0・349

30●l　　　　　　　O・3R1
3n●1　　　　　　　0．521
3n●1　　　　　　　O●6n6
3n・1　　　　　　　0・6｛3
2q・9　　　　　　　　0・722

2q・9　　　　　　　0・7n9
29・9　　　　　　　　0．771

2g．R　　　　o．7｛ア
2g・8　　　　1・026

69
1＾2

2n3
1q2
2q4
249
2｛0
269
2㈹

298
298
355

74
184
フ30

21日

263
2ア9

292
299
299
ヨ28

329
391

20
23
23
23
？3

2…

？3

2ヨ

23
20
23
23

18nOi1月3〔
1，830－1qOn

1900i193∩
1930・200〔

2000－203n
2030－210n
2100■21ヨ0

2130‘2200
フ200・22ヨn
2230・2ヨOn
～300－23ヨ〔

2330・240n

720
745
“0

645
615
62n
645
655
67n
＾70

R　O0
715

22・8
22，8
22，8
22，7
22，8
22，7
22，7
22，7
22・8
22，8
22，8
22・8

24・ヨ

24・ヨ

24，3
24・3
24，3
24，3
24，2
24・2
24・2
24．司

24，3
24・ヨ

20・7
20・5
7o・6
20，9
21・1
21，7
21・6
21・6
21・8
21，9
21．6
フ1・5

2q●R　　　　　　　O・aq6
2g・8　　　　　　　0・969
2g●8　　　　　　　0●688
29・8　　　　　　　　0・7n0

2g●7　　　　　　　　0・629

2g・7　　　　　　　　0・641

2g・6　　　　　　　0・700
2g・6　　　　　　　0．724
2q■6　　　　　　　　0・760

2g・7　　　　　　　0・760
2q・8　　　　　　　　1．140

2g・7　　　0・8目2

3｛

37
33
34
31
3ヨ

30
33
3司

引
3R
3色

3司9

360
3n6
3n0
279
260
272
276
273
270
3ヨ8
3n6

r75
司97

ヨ39

3ヨ5

311
293
305
ヨ09

ヨo6

302
37’1

342

」23一］
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付表1－11

DATE

24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
フ4

24

24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24

24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24

24
24
24
24
24
24
74
24
24
24
24
24

丁川E
‘JSTl

　　O－　3n

30－10n
1∩O・　13〔

1ヨO－20n
200－23n
230－300
300－3ヨ〔
3ヨO－40n
400－43〔
430－50n
5∩O－r3n
5ヨO－600

600－63n
6司O－70n
7∩O－73∩

7ヨO－ROn
800・月3〔

830－90n
gOO－q3〔
　9司O・1nO〔

lOOO・103n
lO弓O一ユ10n
11nOi11ヨ∩
1130－120∩

，200－123〔
，230－1弓O（
1300－1弓3n

1330・140n
14nO－143n
1430i1『On
15nO■1弓3〔
1530・1＾O〔

16nO・163n
1630i170〔
1700・173n
］7ヨO・1ROn

i800－1閂3n
18司O－1oOn
1900－193〔

1900－200n
20n〇一203n

2030・210n
21nO・213n
213012200
2ZnO・220〔
2230－2弓On
23nO・233〔
～ヨ30－240∩

　　U　　　T　　TS　　　V
｛⊂M／5，　　｛C，　　｛Cj　　　‘MP〕

585
660
640
6ヨ5

665
67n
61『
56n
47n
475
425
弓55

400
4o弓
415
485
4’7n
ろ75

～55
？5∩

175
95
135
］1O

12n
125
165
355
370
195
215
24∩

300
48n
540
575

485
｛2n
65n
66ら

585
52∩

570
570
665
Rgn
R60
925

22，7
22，7
22，7
22，6
22，6
22・6
22，7
22，7
22，7
22，8
22，8
22．9

22・8
20・0
22，9
23・0
23，1
23・2
20，6
24，0
24，1
23，7
24，1
23．6

2ヨ．6

20．4
2ヨ．3

22・0
21，2
21，6
21，3
21，7
22，2
22，0
22，5
22・4

22・4
22・1
22・1
22，1
22，2
22，4
22，3
22，2
21・8
21，8
21・8
21．7

24・3
24．フ

24，2
24．フ

24，2
24，2
24，2
24．弓

24・ヨ

24・r
24，3
24．3

24・司

24・r
24．r
24・司

24．r
2今・3

24，4
24．ム

24・4
24．＾

24・7
25．n

25，3
25，1
24．◎

24，7
24．弓

24．司

24，5
24，5
24，5
24．亭

24，4
24・ヨ

24・司

24．r
24・司

24．r
24．r
24・3
24・r
24．ヨ

24・r
24，3
24，3
24．弓

21，2
21・2
21，3
21，0
20，9
21・2
20．9
2o．9
20，8
20，5
20，5
20．3

20・8
20・8
21，3
21・3
21・0
20，7
20．0
～o．9

21，4
21，0
20，3
21．2

フ1，0

21・0
21，2
21・9
23．O
フ1・4

21．8
～2，6

22，3
21，9
22，0
21・9

21・1
Pl．9
22・0
21，7
22・2
22，3
22・1
21，6
22・1
22，3
22・2
21・6

VS
lMB，

2g．7
2q．6
2q．6
2q・‘

2q．6
2q・6
2g．6
2q．7
2q．7
2g．R
2q．R
2q．R

29．8
2q．R
2g．R
2q．R
2g．9
29．R
3〔．n

3n．O
ヨ∩．n

3n．r
3〔・5

31．n

　　　　　TAu　　　　H　　　　LE
lDYNF／C舳讐211LY／D＾Yl　lLY／DAY〕

O．563
0．737
0．6舳
O．676
0．750
0．7＾0

0・6弓0

0．512
0．34昌

O．355
0．278
0・1r7

O・243
0・2Rg
O・2＾2

0・370
0・343
0・2n8
0・Oq0
0・OR2
0．042
0・Ol’ア

O・029
0．023

31●5　　　　　　　0．O～7

31・1　　　　　0，029
弓n●q　　　　　　　O・045

3〔●4　　　　　　　0・1q7

3〔●1　　　　　　　0・2，9

2g・閂　　　　　　　O・O｛2

3n・，　　　　　　　O・074

3n●1　　　　　　　0・Oq0
ヨn・2　　　　　　　0・167

ヨn●l　　　　　　　O・372

3n●n　　　　　　　O．478
2g・8　　　　　　　　0・549

2q●R　　　　　　　O・377
2o●7　　　　　　　0・6『2

Zq・8　　　　　0．724
29●R　　　　　　　O．7＾1

2q●R　　　　　　　O・572
2q●R　　　　　　　　O．440

2q・R　　　　　　　　O・5r9

2q●8　　　　　　　　0・540

29・7　　　　　　　0・767
2g・7　　　　　　　　1・451

2g・7　　　1．351
2q●7　　　　　　　　1・57ヨ

3n
ヨ4

34
33
34
3｛

3司

0n
25
24
2－

17

2n
1ρ

2n
21
2n
14
　7

　2

　2

　2

7

　P

1〔

11

33
44
21
27
2r
27
3ぺ

36
ヨR

31
4｛

4P
4R
41
34
3R
4〔

57
76
72
8n

262
292
2R0
2R5
3∩0
296
2R3
2＾2

224
234
210
177

lg0
20ヨ
1仏

217
216
177
126
1n9
77
67
R4
R2

　q6
　q3
103
168
1弓1

1n5
112
108
145
214
2ヨ1

246

228
260
270
2ρ6

239
211
236
252
272
348
342
394

　H＋LF
－LY／D＾Y，

292
326
315
刊8

ヨ05

332
司16
292
25∩

259
231
194

21〔

221
20ヨ

23q
P36
191
］33

112
79
72
87
89

105
－03

］15

201
19『

126
109
i3弓

172
25n
267
285

26〔

306
r1g
335
280
24（
275
292
329
424
414
475

一24一




